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平成 26 年 11 月９日（日）市原市鶴舞にある和光大学セミナーハウス（旧県立鶴舞青年の家）において
上総地区ラリーが開催されました。前日は雨、当日も朝は霧雨で屋外での活動が出来るか心配しましたが、
集合時間である９時を迎える頃は曇天、活動を開始後は晴天に恵まれ、またとない活動日となりました。
展開したプログラムは、ボーイスカウト技能を取り込み、ビーバースカウトからボーイスカウトまでが
楽しめるという難しい課題に各団が挑戦し仕上げたもので、素晴らしいものでした。当日の参加者はス
カウト 146 人、指導者 146 人、スカウト以外の子ども 25 人、保護者 34 人合計 351 人でした。

上総地区ラリーを終えて
　地区ラリーは、11 月 9 日（日）に
和光大学セミナーハウス（旧鶴舞青
年の家）を会場に開催いたしました。
最近では、上総地区創立 30 周年ラ
リー（平成 15 年に千葉県子どもの国
で開催）以来、11 年ぶりとなる久し
ぶりの開催となりました。
　テーマを「上総は一つ！広げよう
スカウトの輪」と致しました。この
テーマに沿って、スカウトは団をバ
ラバラに１班がビーバースカウト、
カブスカウト、ボーイスカウトから
なる 18 班に編成されました。
　各班は、班長、次長を決め用意さ
れた豚汁サイトで昼食を挟み 7 つの
ゲームサイトを踏破し総合得点を競
うプログラムとしました。
　即席班長・次長が、今日初めて見
るビーバー・カブスカウトをまとめ

られるか心配でした。ところが、心
配をよそにビーバー・カブスカウト
を随え次々にゲームサイトを踏破し
ていきます。ビーバー・カブスカウ
トのキラキラ輝いた目、満面の笑顔
を見ると私まで微笑んでしまいまし
た。立派な班長・次長でしたよ！こ
れからも頼もしいお兄さんスカウト
になってください。
　今回のもう一つのコンセプトとし
て、ローバー・ベンチャースカウト
のカッコ良い姿をボーイ・カブ・ビー
バースカウト、保護者の皆さんに見
てもらうことでした。市原３団ベン
チャースカウトによる開会・閉会セ
レモニーは素晴らしい進行でした。
そして大型クラフトは、ベンチャー

スカウトの凄さを見せてくれました。
ローバースカウトは、班分けゲーム
を見事に進行しました。本当にカッ
コよくそして立派なスカウトを見せ
てくれました。今後も、スカウトの
憧れの存在としてスカウト活動を謳
歌してください。
　最後になりましたが、今地区ラリー
はテーマに沿って大成功に終えるこ
とができました。これは、実行委員
はじめ、各団の皆様のご協力の賜物
と感謝いたします。そして、会場に
ついて絶大なるご配慮をいただきま
した鶴舞活性化ネットワークの皆様
に、深く感謝を申し上げます。
ありがとうございました。

（実行委員長　星山 豊栄）
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結した姿を見せてくれた。
またいつか、ビーバーからボーイまで
が同じ目標に向かって協力するよう
な活動をやってみたいと思いました。

（ボーイ隊インストラクター　高梨 朗）
　この度、初めて地区ラリーに参加さ
せていただきました。上総地区という
広い地域のスカウト達が集まり普段
の活動とは全く違う雰囲気でした。は
じめ私は様々な団のスカウトが班と
して構成されており不安かなと心配
しました。でも活動が始まると、各団
の楽しいイベントや昼食をとる中で
班としての結束が感じられました。と
くにボーイスカウトが班長や次長と
しての意識を持てる良い機会となっ
たと思います。また、ベンチャースカ
ウトの活躍も目を見張るものがあり
ました。各団の裏方として働いて下
さったスタッフの方々のおかげもあ
り、スカウト達は目を輝かせて想い出
を話してくれました。どうも、ありが
とうございました。
　　　　 （デンリーダー　若海 寛子）
カブスカウトの感想
　つるまい青年の家の地区ラリーに
行きました。いつもぼくがサッカーの
練習をしている場所もふんいきもち
がいました。ちがう団との交流で活動

してすぐ仲良くなって、協力して、消
火活動したり、タイムで絵合わせした
り、とても楽しかったです。マシュマ
ロも美味しかったしとんじるも美味
しかったです。三ばいもおかわりしま
した。これからもこういう活動にさん
かしてみたいです。
　　　　　　　  （しか　高山 喜一郎）
　いろいろなあそびをしました。木と
ロープとしぜんだけをつかってあん
なにできるとは、びっくりしました。
とくに、火を消すゲームでは、じぶん
もみんなももえていました。やいたマ
シュマロおいしくてさいこうでした。
　　　　　　  （うさぎ　鈴木 優花菜）
　十一月九日、日ようび、つるまいせ
い年の家で、上総地区ラリーさんか
しました。マシュマロがおいしかった
です。まずやくときにそーっとマシュ
マロを回してやくのです。やきおわっ
て、食べたら中は、もちもちしておい
しかったです。また食べたいです。
　また、火けしなどのゲームがたのし
かったです。ロープのむすびかたをお
ぼえたいです。　  （うさぎ　今 諒多）

　市原第３団ブースは“丸太でＧＯ”
とネーミングしました。モニュメント
とでもいうべき大きなアスレチック
台遊びと丸太一本橋の並び替えゲー
ム、ねじむすびによる丸太引きリレー
です。前日は小雨の中、前泊ベンチャー
スカウトを中心にローバースカウト
とリーダー、スカウトＯＢが集まりア
スレチック台を製作しました。「もし
明日本番が雨で遊べなくても、みんな
の力で大きなものを作りきったんだ」
という充実感をスカウト達の表情の

難しかった天秤（バランス）
　ゲームスタート。まずはビーバー。
少々複雑なルールに戸惑う。そこは、
ボーイが優しく教える。カブは参加し
たくて仕方がない。１回目の天秤を終
えてカブの番。時間も忘れて重りと荷
物を持ち比べ、やたら荷物の入れ替え
をする。もう一度やりたがるビーバー。
時間が気になるボーイ。せかされてカ
ブも２回目の天秤を終える。ボーイの
番、下級スカウトの声援と残り少ない
時間に焦る。そして制限時間直前に３
回目の天秤へ。
　私は天秤に荷物を掛けると、心の中
でガッツポーズをした。スカウト全員、
いや、まわりの大人までもが、天秤の
つり合う光景を期待し、ワクワクしな
がら天秤を凝視していたからだ。
原案は、自分達の持ち物を持ち寄り、
早く重りと釣り合わせるタイムゲー
ムでした。１～３人が荷物を乗せて
ゲームを終える様子が、容易に想像で
きました。私たちの頭を悩ませたのは、
中学生から幼児までが、全員参加し楽
しめる方法でした。当日になり進め方
を一新しました。制限時間内に、重り
と荷物をそれぞれ手に持って、重さを
比べその後、天秤に掛ける。ビーバー、
カブ、ボーイの順で３回チャレンジ。
最終的に、重りにどれだけ近いかを争
うルールに変更しました。
　私が３回目の天秤から手を放すと、
班全員が笑顔と歓声に包まれたり、た
め息をついて肩を落としたり、一致団

かずさ３１号　日本ボーイスカウト上総地区

ワッワッワッ
市原第１団

丸太でＧＯ！
市原第３団

各団担当ブースとスカウトの感想



3

中に感じとりました。
　本番当日は予想に反しての好天に
恵まれ、各班のスカウト達が意気揚々
とアスレチック台に登り、それを安全
サポートにまわったベンチャースカ
ウトが見守っている様子は本当にた
くましく、頼もしく感じられました。
また、開閉会式での司会と国旗掲揚
を当団のベンチャースカウトが担当
し、初めての体験ながら無事立派に大
役を務め、ホッとすると同時に誇りに
思っています。
　丸太一本橋の並び替えゲームは新
任のカブ隊長に、丸太引きレースは保
護者を中心に運営してもらいました。
各班のスカウト達が協力しなければ
速いタイムを出せないゲームでした
が、それぞれの班がボーイスカウト班
長を中心にビーバースカウト達をう
まくリードして、かなり接戦のゲーム
となりました。
　閉会式後のアスレチック台の解体
には、各団の方々のお手伝いをいただ
き、おかげさまでスムースに終えるこ
とができました。厚くお礼申し上げま
す。
ベンチャースカウトの感想
　今回、アスレチック台を作り、良い
経験が出来て良かったです。作成では、

安全に登ってもらえるように、きつく
角縛りで結ぶのが大変でした。当日は、
たくさんのスカウト達にアスレチック
台に登ってもらい、大きな事故も無く、
楽しんでもらえてよかったです。そし
て、私は、開会式で国旗掲揚をしまし
た。今回のような大勢の前で国旗掲揚
をするのは、初めてでしたが、練習を
たくさんやり、緊張せずにできたのは、
良かったです。　　　　　 （花岡 尚輝）
　アスレチック台を作ったことのある
先輩から結構キツかったと聞いていた
ので、自分に出来るのか不安でしたが、
いざ作る時には多くのリーダーやスカ
ウトが集まって順調に作れ、とても頑
丈なアスレチック台が出来ました。あ
とは、初めて大きな活動での開会、閉
会式の司会を務めて、物凄く緊張した
けどいい経験ができたと思いました。
　　　　　　　　　　　　 （稲村 裕雅）
　前日から鶴舞に来てアスレチック台
を作りました。アスレチック台は事前
に模型を作り、本番での危険などを確
認しておいたので事故なく設営徹営を
終えることができました。ビーバー、
カブ、ボーイのスカウト達が喜んでく
れてよかったです。司会の役は大変で
したが、仲間と一緒でしたので頑張れ
たと思います。有難うございました。

　　　　　　　　　　　　 （花房 彩香）
　アスレチック台は私の先輩が前に
作った物で見たことはありましたが、
作成した事はなかったので上手く作れ
るか心配でしたが、なんとか完成させ
る事ができました。当日の地区ラリー
では、大勢のスカウトが来てくれてス
カウトたちの楽しそうに遊ぶ顔がとて
も印象的でした。　　　　 （北川 健一）

　市原第５団は、モデルサイトの運営
でした。隊長に任命されてから、初め
ての計画～設営になります。点検のた
めに 10 月に設営してみましたが、長年
使用していたＡ型テント ( スカウト用 )
は劣化がひどく両側のファスナーは壊
れていました。我が団では、年に１度
程度の頻度での使用でしたが「この壊
れたテントに気付きもしないで、至ら
ないリーダーだった。文句も言わずに
よくぞここまで使用してくれた。」と自
責の念と感謝の気持ちで胸が熱くなり
ました。ＯＢに指導を受けながら、ベ
ンチャー隊１名と指導者３名で前日か
ら設営に取り組みました。初心に返っ
て基本に忠実に行ったつもりでしたが、
テントのフライの部分が前後逆であっ
たり、食堂フライの支柱が曲がってい
て使えなかったりと、不備な点も多く
工夫を凝らしようやく完成してみると、
もう日が暮れようとしていました。
　当日は早朝から準備に取り掛かり、
スカウトを迎える準備も整え？あとは
待つばかりです。正直、モデルサイト
と言っても特別な事もなく、ビーバー
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からのスカウトが興味を持ってくれる
のか不安でした。入り口から入ってく
ると、甘い匂いに誘われて、まずは焼
マシュマロに向かおうとする、スカウ
トの注意をサイト側に向け説明、スカ
ウトも興味を持って説明を聞いてくれ
たのは感心しました。最後はおいしそ
うに焼マシュマロを頬張っている姿を
見て、嬉しくなりました。
　まだ、課題の多いモデルサイトでし
たが、設営について、ベンチャースカ
ウトが気付きを得て、次の後輩達に伝
えたいと感じてくれた事、ビーバー・
カブスカウトがキャンプサイトに興味
を持ってくれた事等、考察すると成功
だったのではないでしょうか。最後に、
初めて運営 ( 指揮 ) する立場になり、至
らない事が多く保護者・指導者・地区
の方々に助けられて無事に終了する事
が出来ましたことに感謝したいと思い
ます。　　 （ボーイ隊隊長　石垣 千草）

ベンチャースカウトの感想
　11 月９日に上総地区ラリーの５団
ブースの奉仕に参加した。市原５団で
は「サイトの参観日」をテーマとし、
模擬サイト展示と立ちかまどを用いた
デザート作り（マシュマロ焼き）を展

開した。実際、ブースに来てくれた班
に模擬サイトの説明などを担当したが、
説明不足のため上手く伝わったか不安
であるが、マシュマロ焼きは楽しんで
もらえたと思う。ビーバーやカブの中
にはマシュマロを焼いて食べたことが
ないというスカウトもおり、そのスカ
ウトたちには新たな新食感スイーツと
して認知してもらえたのではないかと
思う。ただ、ブースの奉仕をしている
と他の団のブースを見学に行く時間が
捻出できなかった。もし可能であれば
次回以降その時間を設けてほしいと
思った。　　　　　　　　 （膳棚 和也）
　５団は、モデルサイトを作りました。
今まで、何回か設営をして来たが今回
多くの発見がありました。ペグは一列
に揃えて打ち込む事。これは、見栄え
も良くテントがしっかり張れるように。

食器棚を造りました。竹で作ったのは
初めてだったが、結構頑丈に出来まし
た。竹とロープがあれば色々な物が造
れると思いました。普段あまり考えた
事がなかったが、次はボーイ隊にも教
えてあげたいと思いました。
　　　　　　　　　　　　 （石垣 竜太）

　平成 26 年地区ラリー、市原第６団の
おもてなし。11 月９日に開催された地
区ラリー、市原第６団のテーマは「お
もてなし」で豚汁を振る舞うことになっ
た。予定では 400 人分。見当もつかな
い位の人数で数量が出てこない。一人
分の必要量を出し 400 倍にして出した
答えが肉 14Kg、大根 10 本、人参 40
本・・・。この分量を効率よく、時間
内に作るには下ごしらえが必要と、前
日に 10 人が集まり下茹でして一鍋毎に
分け準備をした。黒一点のリーダー、
包丁さばきが見事でしたよ。さすがで
す。
　当日のお天気も気がかりで、予報で
は雨！雨プロになるのを覚悟していた
が、現地は曇り、外で出来るとの判断
でスタートした。晴れ男、晴れ女の方
に感謝！
　ベンチャースカウト、ローバースカ
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ウトも加わり指導者達の見事な連携プ
レイ、次々と大鍋に豚汁を作って行く。
配給には第６団のみんなが手を貸して
くれて、余りお待たせしないで配給が
出来た。心残りはお変わりをしてあげ
られなかったこと。美味しいと言って
お変わりをしに来てくれたみなさん、
ゴメンナサイ。慌ただしかった一日が
無事に終わりホッとしています。みな
さま、お疲れ様でした。
　また、道具を貸して下さった方々に
お礼を申し上げます。有り難うござい
ました。　　　　 （団委員　齋藤 敏子）

スカウトの感想
　ぼくは 11 月９日地区ラリーに参加し
ました。ぼくは９班の次長になりまし
た。ぼくはこの地区ラリーで心に残っ
たのが３つあります。
　まず一つ目が三角竹馬をつくったこ
とです。ロープ結びは角しばりをやり
ました。前回の隊集会でつくった、た
ちかまどをいかせたのでうれしかった
です。完成品は意外とがんじょうで、
ビーバーの子もうまく乗れました。そ
の後結果を聞くと、なんと２位でした。
ゲームが終わった後カブの子２人乗っ
てもだいじょうぶでした。うれしかっ
たです。お昼豚汁を食べました。とて
もおいしかったです。具だくさんで、
あきることのない、とてもすてきな豚
汁でした。
　最後に地区ラリーの最優秀班になっ
たことです。緑色のしおりをもらいま
した。このことをいかして、優秀なス

カウトになれるよう、努力したいです。
　　　　　　　 （ボーイ隊　武内 祐樹）

　まずは、実行委員及び自団リーダー
各位に対し、その労力に感謝致します。
前日の天気予報では雨天とのことでし
たが、野外での実施英断に拍手！当然、
天気予報に対し、雨プロの為に前日よ
りその準備に取り掛かり万全を期しま
したが、やはり野外での活動に勝るも
のはなく、雨プロと晴天プロとの折衷
案で行える事に安堵しました。
　さて、当市原第７団のプログラムは
三角竹馬とポックリでした。三角竹馬

はボーイスカウト部門での工作物構築
の基本技である三角形を使った遊びで
した。カブスカウトとボーイスカウト
とのチームワークも課題でした。　ま
た、ビーバースカウトはいかに楽しく
遊ぶかでした。さあ、竹馬の作製となっ
たとき、竹の上下（太い方と細い方）
の見極めをせず、細い方を足側（下に）
してしまったため、いざ、竹馬に人が
乗ったとき、ズボンがずり落ちるがご
とく、横に渡した竹がズルズルになっ
てしまった班がいくつかあったことは
残念でした。
　しかし、実に手際よく班員を動か
し、しっかりした竹馬をあっと言う間
に作ってしまい、我々の思惑以上の動
きを見せた班もありました。それでも、
どの班も竹馬にビーバースカウトを乗
せ、約５ｍをみんなで力を合わせ運ぶ

段になれば、やんや・やんやの応援と
奮闘に、とても即席の班とは思えない
まとまり。思わず私たちもニンマリ、
といったところでした。ある班は、面
白かったからと２度も挑戦してくれま
した。竹馬を作製中（ボーイスカウト
とカブスカウトで作製）ビーバースカ
ウトはポックリで、一二！一二！とこ
れまた楽しそうでした。
　プログラム全体の進行を見ていると、
やはり、班員構成によって大きな差が
生まれるとは思っていましたが、まさ
にその通りの展開となりました。自隊
で班長、次長経験者がいた班は、その
実力を遺憾なく発揮していました。簡
単な材料で遊び道具を作れる、その遊
び道具は、実は大きな構築物の基本技
術につながっている事を知ってもらえ
たならありがたいです。各隊リーダー
もあえて、自隊のプログラムに遊び道
具作りを取り入れ、みんなで楽しむこ
とを考えてもいいのではないでしょう
か。楽しいプログラム　万歳！

ビーバースカウト隊
　心配していたお天気も回復し、11 月

かずさ３１号　日本ボーイスカウト上総地区

チームは１つ！協力して進め
市原第７団
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にしては少し暑いくらいの中「地区ラ
リー」が開催されました。ビーバース
カウト達にとっては初めてのことばか
りで、最初は緊張気味でしたが、ボー
イ隊やカブ隊の優しいお兄さん、お姉
さんに面倒をみてもらいながら各団の
プログラムを楽しむことができ、大変
実りある一日になったようです。

○ビーバースカウトの感想
・いつもと違う場所で楽しかった
・いろいろな事ができて楽しかった
・優秀賞をもらって嬉しかった
　（優秀賞をいただいたスカウトは帰り
　の車中、記念品のしおりをずっと手
　に持っていました。途中、疲れて寝
　てしまったのですが、それでも離さ
　ずしっかり持っていました。）

○保護者の感想
・他の団のたくさんのスカウト達と一
　緒に活動ができて良かった
・ボーイ隊のスカウトが年少スカウト
　の面倒をみてくれている姿が頼もし
　かった
・スカウト活動の良さを知ることがで
　きた

「五感を試せ！」
　ボーイスカウトのお兄さん、お姉さ
んを先頭にカブスカウトやビーバース
カウト、そして初めて参加のお友だち
がやって来ました。茂原第２団のブー
スは五感をためすゲームです。さぁ、
日頃の訓練の成果は出るかな？入口で
ベンチャースカウトに誘導されて４つ
のゲームに挑戦！

　１つめはジェスチャーで「音」を表
わすゲームです。音を体で表現するの
は難しいです。相手に伝える方法をた
くさん知っているといいですね。
　２つめは匂いを当てるゲーム。「ケ
チャップだ！」「納豆だ！」と、盛り上
がりました。たくさんの匂いを一度に
かぐとわからなくなってしまうことも
ありますね。

　３つめはキムス。ハイキングやキャ
ンプによく使うものばかりです。くり
かえし思い出したり、体で覚えると、
記憶は残りやすくなります。生活や勉
強にも役に立つかな？
　そして４つめは絵合わせゲーム。１
枚の絵が２つに切れていて、１枚に完
成させます。「こっちだ！それじゃない」

と指示する班長、意外にすばらしい記
憶力を発揮するビーバースカウト、な
んとなく選んだ２枚がピタリと当たっ
たカブスカウト。まわりで応援してい
るリーダーも熱が入り、楽しい１日で
した。

スカウトの感想
新しい仲間が作れた地区ラリー
　僕は 11 月９日に、ボーイスカウトの
活動で、地区ラリーに行ってきた。
　地区ラリーでは、上総地区のスカウ
トがたくさん集まっていた。開会式が
終わった後、班分けゲームをした。茂
原２団のみんなとバラバラになってし
まったが、元気なスカウトに出会うこ
ともできた。初めのほうは、ビーバー
さんたちが班長の言うことを聞いてく
れなくて、大変だったが、班のみんな
でいろいろなゲームをすることにより、
班の仲間が仲良くなったと思う。僕は
特に、市原１団の元気なスカウトと、
優しいボーイスカウトの人と、とても
仲が良くなった。
　僕は、この地区ラリーを通して、自
分が一回り大きくなったような気がし
た。「仲間と協力する」ということがよ
くできたと思います。地区ラリーは、
いい思い出になりました。
　　　　　　　 （ボーイ隊　大貫 紘暉）

かずさ３１号　日本ボーイスカウト上総地区

第六感を磨け！
茂原第２団
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　上総地区ラリーの開催について、団
から周知されたのは、８月のことでし
た。何か良いプログラムが無いものか
と投げかけられ、千葉県カブラリーで
何処かの地区で行なっていたもので良
いものがないか、思い返しました。上
総地区以外のプログラムで、ビーバー
からボーイスカウトまで参加でき、比
較的簡単に準備が行えるもの。「矢切り
の渡し」の川渡りを思い出しました。
ロープも使い、体も動かし、ルールも
簡単なので、行けるかもと思い提案し
たところ、採用となりました。
　カブラリーに参加したカブスカウト
隊指導者達のサポートもいただき、プ
ログラムの原案を作成し、準備を始め
ました。その後、隊集会後にデモンス
トレーションを行い、島の形を作るロー
プの長さを決めたり、川幅を決めたり
と、プログラム案を精査していきまし
た。
　ラリー前日、天気予報は雨天。どう
なることかと心配しましたが、蓋を開
けてみれば暑くもなく寒くもなく、良
い環境でプログラムに臨むことができ、
準備も滞りなく行えました。
　いよいよプログラムスタート。当団
は、最終打ち合わせが行えていなかっ
たため、一抹の不安はありましたが、
当団関係者は連携が良く、プログラム
の進行も難無くこなし、全チームをプ
ログラム参加させることができました。
また、参加したチームからも、簡単だ
けど面白かったと、好コメントをいた
だけました。
　地区内の隊での交流はありますが、
団全隊での交流は、良い経験となりま
した。また、「さすがボーイ」だと、か
れらの成長を実感させられた交流でも
ありました。 （カブ隊副長　小髙 功晴）

スカウトの感想
　11 月９日。この日は待ちに待った上
総地区ラリーが行われる日。僕はわく
わくしながら、このラリーに参加しま
した。僕はこのラリーでうれしい事や
心配なことをたくさん経験しました。
僕は最初のゲームでさっそく心配にな
りました。それは班決めです。くじ引

きで班を決めるので知らない人と班を
組んだのですがすぐに意気投合しすっ
かり仲良くなりました。そしてなんと
僕が班長になってしまいました。なの
で、カブスカウト隊の子やビーバース
カウト隊の子をまとめられるか心配で
したが、順調にゲームを進めることが
できました。そして、結果発表の時。
そこで奇跡がおきました。なんと、僕
の班が最優秀班になったのです。僕ら
は喜びと驚きで胸がいっぱいになりま
した。このラリーでたくさんの喜びを
味わうことができました。　　　　　
　　　　　　　 （ボーイ隊　宮崎 郁人）

　ぼくのおじいちゃんがうんてんする
マイクロバスにのって、かずさちくラ
リーにいきました。いろんなだんのス
カウトたちがきていて、ぼくはどきど
きしました。ボーイたいのおにいさん

が、はんちょうになってだんごとのゲー
ムにちょうせんしました。ゲームをし
ていくうちに、みんなとなかよくなり
ました。みんなでたべたとんじるは、
あつあつでとてもおいしかったです。
　　　　　　　 （ビーバー隊　出下 晄）
　後日、ビーバースカウトに地区ラ
リーの感想を聞きました。覚えている
ことは？の問いかけにまず、「焼いたマ
シュマロがおいしかった」「豚汁がおい
しかった」でした。そのあとに「ロー
プをつかったことがおもしろかった」

「ゲームをしてたのしかった」どんな？
「絵あわせ」「においをかいだ」「バケツ
リレーで火をけした」「たけうま」等々。
帰りのバスの中は、ぐったりとして寝
てしまうかと思いましたが、大はしゃ
ぎ。最初は緊張していたスカウトも、
すぐに慣れて、楽しく興奮した 1 日だっ
たようです。
　　　 （ビーバー隊隊長　山下 すみ江）

　「バケツリレーで消火活動」というプ
ログラムは、阪神・淡路大震災で発生
した火災の約８割の箇所で、バケツリ
レーなど市民による消火活動が行われ、
鎮火に役立ったというニュースがヒン
トになった。大地震発生直後には消防
署の力をはるかに超える火災が発生す
る事が予想されるので、万一に備え、
訓練に励んでもらおうと考えた次第。
　事前に予行演習もおこなったが、一
番苦労したのは、火点（燃えている火）
の作り方。それは使い古しのタオル半
枚に灯油を染み込ませて台の上に置く

かずさ３１号　日本ボーイスカウト上総地区

全員で川を渡れ
東金第１団

バケツリレーで消火活動
大網白里第１団
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事でクリアー。ラリー当日は、１チー
ム 10 名で編成し、幼児用プールを起点
に、最初の人がプールからバケツで水
をくみ取り、そのバケツをみんなで次々
とリレーしながら運び、最後の人が火
点に水をかけ、火が消えるまでのタイ
ムを競い、順位付けをした。
　全 16 班が挑んだこのプログラムは、
結構楽しんでもらえたのではないか。
また、実際にやってみたら、思ったほ
ど簡単ではなく、コツもある事を学ん
だのではないか。つまりは、いざとい
う時に備え、日頃の訓練が大事だとい
う事を身をもって感じていただけたと
思う。
　なお、雨天用の「煙の中、出口をさ
がせ」と題したプログラム（最後尾の
班長を除いた全員がチーフ等で目隠し

して一列縦隊となって、目標物を往復
し、その時間を競う）も捨てがたいので、
機会あれば実施したいと考えている。
スカウトの感想
　わたしは、11 月 9 日に上総地区ラリー
に行きました。わたしは、団や隊など
でクイズをすると思っていたので、バ
ラバラになって動くと言われて思わず

「えっ」と言ってしまい、すぐ、くじを
引く順番になって、わたしは七班にな
りました。ぐうぜんに同じ団のビーバー
の子がいました。
　最しょは、すぐこの班になじめるか
心配だったけど、だんだんなれて、さて、
お昼の時間のときは、ふつうに話せて
いくようになっていきました。
　最後に、表彰がありました。八位か
ら一位までありました。八位、五位、

三位には団の人がいて、　　　　　わた
しがいる七班は、二位　　　　　でし
た。一位は、団の人　　　　　はいな
かったけど九班の　　　　　人たちで
した。二位だったので　　　『ゆうしゅ
うはん』と書かれたしおりみたいなも
のをもらいました。最しょはいやだっ
たけど、とっても楽しい 1 日でした。

（カブ隊　平井 汐織）

団 　 名

市 原 第 １ 団

市 原 第 ３ 団

市 原 第 ５ 団

市 原 第 ６ 団

市 原 第 ７ 団

茂 原 第 ２ 団

東 金 第 １ 団

大網白里第１団

　 　 　 活　動　地　域

市原市八幡宿、五井 周辺

市原市国分寺台 周辺

市原市牛久 周辺

市原市辰巳台 周辺

市原市姉崎 周辺

茂原市、長生郡、夷隅郡 周辺

東金市、山武市、山武郡 周辺

大網白里市、白子町 周辺

入団等問合せ先

田中 秀近

河崎 哲夫

藤代 良彦

齋藤 敏子

菊池 由紀

　 青木  勇  

山下 博行

　 奥貫　誠

電 話 番 号

0436-21-3840

0436-43-2226

0436-92-0034

0436-75-0392

0436-62-4004

0475-23-9239

0475-55-0204

0475-72-7988

千葉県内にはボーイスカウトの 114 個団の団があり、7,272 人（平成 26 年 10 月現在）が活動
しています。また、県内を 11 地区に分け、我が上総地区もこの 11 の地区の一つです。
上総地区には８個の団が所属しています。

かずさ３１号　日本ボーイスカウト上総地区

日本ボーイスカウト千葉県連盟上総地区


